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医学研究院のCCライセンスつきオープンアクセス論文を
どうか機関リポジトリに登録してください

図書館で勝手に登録してくれるならいいよ
APIでデータを取得すれば簡単でしょ

API・・・・・・
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九州大学で
2023年7月に
NIIへの申請により
GakuNin RDMの
データ解析機能が
利用可能に

2https://rds.dx.kyushu-u.ac.jp/news/1012



Chat GPTに
Crossref APIの
使い方を教わる
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Chat GPTに
Unpaywall API
の使い方を教わる
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GakuNin RDM
でPythonコード
を実行する
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セルの枠内にコードを貼り付けて
上の▶ボタンを押すか、Ctrl-Enter

またはShift-Enterで実行



実際に論文の
メタデータが
取得できる
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ChatGPTを使うメリット

• プログラミングのスキルがなくてもコードが書ける
• 1回で正常に実行できるとは限らないが、具体的な仕様を

細かく要求すれば成功率が高まる
• 実行エラーが発生してもそのことを指摘すればコードを

改善してもらえる
• 理解できなかった部分について掘り下げて質問すれば

詳しく説明してもらえる
• 成功するまで何度でも対話を繰り返すことができ、

試行錯誤していくうちにだんだんプログラミングの要領が
つかめてくる
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API利用の注意点
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細かな要求の例
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発生したエラー
の修正
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試行錯誤の例
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コードの理解できな
かった部分について
掘り下げて質問
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GakuNin RDMを使うメリット

• オンライン上でPythonとRが使える
• JupyterLab と RStudio が利用可能
• 業務用パソコンの構成を変更せずに済む

• プロジェクトに同僚の職員をメンバー登録すれば
同一の環境で業務の分担やデータ共有が可能
• 学認の認証システムを使って、所属機関のアカウントの

ID、パスワードでログイン可能

• その気になれば、他機関の職員とも協働可能
• 所属機関が規約に同意
• 学認の認証システムを使って、所属機関がユーザ認証
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GakuNin RDMを使うメリット

• GakuNin RDMの標準ストレージを利用可能(1人100GB)
退職してアカウントが削除されてもデータは残存
• アカウントを削除されると本人はデータにアクセスできなくなるが、

後任者・管理者を当該プロジェクトメンバーに加えて引継ぎ可能

• Google DriveやOneDrive、Dropbox等、アドオン接続した
外部ストレージを連携可能
• 分散したデータをGakuNin RDMに集約
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# ホームディレクトリに共有ストレージのシンボリックリンクを作成
! ln -s /mnt/user ~
# ホームディレクトリに追加ストレージのシンボリックリンクを作成
! ln -s /mnt/rdm/osfstorage ~
! ln -s /mnt/rdm/googledrive ~
! ln -s /mnt/rdm/onedrive ~

TIPS • シンボリックリンクにより追加ストレージ
上のJupyter Notebookが実行可能
になる。

• 解析環境は30日以上使用しないと
自動的に削除されるため、作成した
hogehoge.ipynbを解析環境ごと
削除されないようにするには共有スト
レージや追加ストレージに移動しておく。



GakuNin RDMでデータ解析機能を使うには

プロジェクトを作成後、
①アドオンメニューでデータ解析機能
(jupyter)を有効にして
②解析メニューで「新しい解析環境を
作成」ボタンをクリックするだけ

matplotlib、
scikit-learn、
pandas等、
任意のパッケージを
個別に追加可能
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GakuNin RDMとChatGPTを使って
九州大学の機関リポジトリのメタデータ(タイトル、主題、要旨)
をワードクラウドにした例

wordcloud,
janomeを使用
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GakuNin RDMとChatGPTを使って
九州大学の機関リポジトリの2022年度の
外部からのアクセス元をツリーマップ化した例

pandas,
plotly.express
を使用
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GakuNin RDMとChatGPTを使って
九州大学の機関リポジトリの2022年度の国・地域別
ダウンロード数を世界地図にプロットした例

geopandasを使用
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ChatGPTに
Excel VBAの
コーディングをさせて
DOIを正規化

教員が自由な形式で
DOIを入力して困る

Excelを使った例
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Excelを使った例

ChatGPTに
Excel VBAの
コーディングをさせて
該当行を人数分コピー

著者のIDが入った
特定セルのみ分割

論文のメタデータを
共著者ごとに複製
したい
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ChatGPTにCode4Lib
カンファレンス応募に必要な
発表概要を添削させた例

おまけ
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課題

• ChatGPTに書かせたコードを全面的に信用してよいか
• 実行しても気づかないバグ、脆弱性の存在

• コードの仕様変更に対応できるか
• 人事異動後の属人的サポートは回避したい

• ChatGPTやGakuNin RDMのサービス継続性
• いつまで無料で使えるか
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まとめ

• プログラミングに敷居の高さを感じる人でも
GakuNin RDMとChatGPTを活用することで
手軽にクラウド上の実行環境やAIによる支援が得られる

• とくに若手職員、若手研究者におすすめ

• 個人がプログラミングに親しみをもつことで、
組織全体の業務DXを喚起
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